＜2007年度 東ブロック宣教司牧計画の評価＞
短期計画

Ⅰ．ペトロ岐部と１８７人の殉教者、京都大殉教列福に向けて意識を高める
2月4日～11日の一週間を、「殉教者を想い共に祈る週間」として小教区毎に祈りの集いや、小冊子の分かち合いの場を持った。また京都大殉教の記念日の10月6日に、三俣俊二先生による「京都の大殉教」と題した意義有る講演会を河原町教会で行った。これらの活動を通して東ブロックとして京都大殉教列福に向けて意識を高めることに貢献できた。引き続き、11月24日の列福式に向けてさらに、意識を高めていきたい。
Ⅱ. 東ブロック合同部会の立ち上げ

①東ブロック合同広報部会としての連携、特に京都大殉教についての広報
第1回東ブロック合同広報部会を6月に立ち上げ、2か月毎に各小教区から2名ずつ参加し、議長、書記は輪番制とすることが確認された。2007年度は合計4回会議を行った。ブロック会議から課題を提供せず、活動内容については部会独自に任せた。小教区間で意識の違いはあるものの、各小教区の現状報告から広報誌の交換を行う等の交流ができた。京都大殉教列福の年にあたり、その広報ができればとの意見も出された。
2 青少年育成委員会の充実
4月の会議でこの委員会は東ブロックとして合同で中高生の育成のために何ができるかを話し合う場としていることが確認され、

2007年度は南部合同堅信式のパーティの主催者としての活動と、中高生合宿（10月27日～28日）を行った。パーティの主催者として中高生の活動ができて良かった。また、参加者が昨年よりかなり増え、中高生向きの分かち合いができ、普段の祈りについて本音で話ができ良い成果があった。
3 その他のブロック合同部会の立ち上げの試み
（1） 東ブロック合同典礼部会を9月に立ち上げた。2か月毎に開催し、議長、書記は輪番制とする。ミサ典礼を主として、私たちが典礼活動に単に受け身ではなく自主的、積極的に参加することの大切さを確認した。この会議で典礼秘蹟省典礼指針「あがないの秘蹟」を学習することになった。目標として、典礼についての、共通理解を深める。
（2） 財務部、施設管理部については次年度の課題とする。

Ⅲ. 東ブロックから南部へ、ブロックの枠を超えた活動。

平和への歩み、ウォーカソン、歌と祈りの集い、それぞれの活動では南部への呼びかけがなされている。特に、平和への歩み委員会では広報誌を作成し、配布した。
Ⅳ. 小教区評議会規約の充実と小教区間の連帯
①小教区評議会規約の再検討と東ブロック規約の調整
小教区評議会規約は河原町教会、高野教会、山科教会は司教認可済み。北白川教会は最後の調整案を提出済み。


東ブロック規約の調整は、次年度に持ち越した。
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